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  第１章 報酬・費用弁償 

 

  ○福井県後期高齢者医療広域連合特別職の職員等の報酬及び費用弁償等に関する条例 

 

平成１９年４月１日 

条 例 第 １ ８ 号 

 
平成２０年１１月２１日条例第１０号 

 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第２０３条

の２第４項の規定に基づく報酬及び費用弁償並びにその支給方法について、他の条例に特別の

定めがあるものを除くほか、必要な事項を定めるものとする。 

    （平２０条例１０・一部改正） 

（支給対象） 

第２条 次に掲げる者（以下「特別職の職員等」という。）がその職務に従事したときは、報酬

及び費用弁償を支給する。ただし、第１号に規定する者には報酬を支給しない。 

(1) 広域連合長及び副広域連合長 

(2) 選挙管理委員会の委員及び監査委員 

(3) 審査会、審議会、調査会等法第１３８条の４第３項の規定により設置された附属機関の委

員その他の構成員（以下「附属機関の委員等」という。） 

(4) 前各号に掲げる者以外の非常勤の職員（地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第２

８条の５第１項に規定する短時間勤務の職を占める職員を除く。以下「非常勤職員」とい

う。） 

２ 別表第１に掲げる者には、実費弁償を支給する。 

    （平２０条例１０・一部改正） 

（報酬の額等） 

第３条 特別職の職員等に支給する報酬の額は、別表第２に定めるところによる。 

（費用弁償等の支給及びその種類） 

第４条 特別職の職員等が公務のため旅行したときに支給する費用弁償の額は別表第３に定める

ところによる。 

２ 選挙管理委員会の委員が委員会に出席し、監査委員の委員があらかじめ定められた日に監査

業務を行ったときは、別表第４により費用弁償として旅費を支給する。 

３ 第２条第２項に規定する者に支給する実費弁償の額は、福井県後期高齢者医療広域連合職員

等の旅費に関する条例（平成１９年福井県後期高齢者医療広域連合条例第１０号）の規定に基

づき、支給すべき額に相当する額とする。 

    （平２０条例１０・一部改正） 

（費用弁償等の支給方法） 

第５条 費用弁償及び実費弁償の支給方法は、一般職の職員の旅費の支給方法の例によるものと

する。 

 附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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  附 則（平成２０年条例第１０号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

別表第１（第２条関係） 

(1) 法第１００条第１項の規定により出頭した選挙人その他の関係人、法第１０９条第５項、

第１０９条の２第４項及び第１１０条第４項の規定により出頭した参考人、法第１９９条第

８項の規定により出頭した関係人並びに法第１０９条第４項、第１０９条の２第４項及び第

１１０条第４項の規定による公聴会に参加した者 

(2) 公職選挙法（昭和２５年法律第１００号）第２１２条第１項の規定により出頭した選挙人

その他の関係人 

 

別表第２（第３条関係） 

    （平２０条例１０・一部改正） 

区分 報酬額 

選挙管理 

委員会 

委員長 日額７，０００円 

委員 日額６，０００円 

監査委員 日額１０，０００円 

附属機関の委員等その他の

非常勤職員 

予算の範囲内で広域連合長

が定める額 

 

別表第３（第４条関係） 

    （平２０条例１０・一部改正） 

区分 鉄道賃 船賃 航空賃 
宿泊料１夜につき 食卓料１夜 

につき 甲地方 乙地方 

広域連合長 

旅客運賃、

急行料金及

び座席指定

料金等 

上級の

運賃 

現に支払

った旅客

運賃及び

特別座席

料金 

16,800円 15,200円 3,300円 

副広域連合長 15,100円 13,600円 3,000円 

選挙管理委員

会委員 
13,400円 12,000円 2,600円 

監査委員 13,400円 12,000円 2,600円 

附属機関の委

員等その他の

非常勤職員 

中級又

は下級

の運賃 

13,400円 12,000円 2,600円 

備考 

１ 「甲地方」とは東京都、大阪市、名古屋市、横浜市、京都市及び神戸市のうち福井県人事委

員会規則で定める地域その他これらに準ずる地域で福井県人事委員会規則で定めるものをいい

、「乙地方」とはその他の地域をいう。この場合において、固定宿泊施設に宿泊しないときは

、乙地方に宿泊したものとみなす。 

２ 食卓料は、船賃若しくは航空賃のほかに別に食事の代金を要する場合又は船賃若しくは航空

賃を要しないが食事の代金を要する場合に限り、支給する。 
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別表第４（第４条関係） 

招集地と居住地の往復距離 費用弁償（日額） 

８０キロメートル未満 ３，０００円 

８０キロメートル以上９０キロメートル未満 ３，３７０円 

９０キロメートル以上１００キロメートル未満 ３，７４０円 

１００キロメートル以上１１０キロメートル未満 ４，１１０円 

１１０キロメートル以上１２０キロメートル未満 ４，４８０円 

１２０キロメートル以上１３０キロメートル未満 ４，８５０円 

１３０キロメートル以上１４０キロメートル未満 ５，２２０円 

１４０キロメートル以上１５０キロメートル未満 ５，５９０円 

１５０キロメートル以上１６０キロメートル未満 ５，９６０円 

１６０キロメートル以上１７０キロメートル未満 ６，３３０円 

１７０キロメートル以上１８０キロメートル未満 ６，７００円 

１８０キロメートル以上１９０キロメートル未満 ７，０７０円 

１９０キロメートル以上２００キロメートル未満 ７，４４０円 

２００キロメートル以上２１０キロメートル未満 ７，８１０円 

２１０キロメートル以上２２０キロメートル未満 ８，１８０円 

２２０キロメートル以上２３０キロメートル未満 ８，５５０円 

２３０キロメートル以上２４０キロメートル未満 ８，９２０円 

２４０キロメートル以上２５０キロメートル未満 ９，２９０円 

２５０キロメートル以上２６０キロメートル未満 ９，６６０円 

２６０キロメートル以上２７０キロメートル未満 １０，０３０円 

２７０キロメートル以上２８０キロメートル未満 １０，４００円 

２８０キロメートル以上２９０キロメートル未満 １０，７７０円 

２９０キロメートル以上３００キロメートル未満 １１，１４０円 

３００キロメートル以上 １１，１４０円に３００キロメー

トル以上の距離が１０キロメート

ル増すごとに３７０円を加えた額 

 


